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わが國の動力資源と電力開嚢

　　“日本にしろ，またはどんな國にしろ，興隆したり衰

X微したりするのは，結局のところ，その國の資源の規模

　と性格によるし，またその國がこれ等の資源を如何に巧

　みに使うかによるものである”

　　これは蓮合軍総司令部の調査にかかる「日本の天然資

　源」の胃頭Q叙述である。狡い土地と乏しい資源の上に

　人口のみ徒に多いわが國にとつて，この叙述の意昧する

　ところは深刻であるといわなければなるまい。從來一般

　に國内での不足資源は海外市場からの輸入にまつべきも

　のとされているけれども、少なくとも燃料動力資源につ

　いてはこの記述の趣旨を大膣において認めざるを得ない

　であろうし，從つてまte燃料動力資源が一國産業を規制

　する基礎的條件である意昧において，全鐙としてもこの

　寵述の趣旨を容認せざるを得ない屯のと考える。

　　例えば英國ではわが國の4倍以上に庵およぶ年間2億

　トン以上の石炭を生蓬しているのであつて，他の一切ρ

　工業用原材粒は楡入にあおぐにしても，石炭の生産のな

‘い英國という吃のは想豫し得ないのみならず，石炭生産

　高の如何はただちに英國の繁榮の度合を決定する要素で

　あつて，英國人はこの事賓を十分に認識した上で，炭坑

　國瞥の建前の下に石炭壇産とそのコスト引下げに懸命の

　努力を試みている。

　　わが國の現状では電力，石炭部門が産業構造における

　最大の隆路である。朝鮮動謝以來めざましかつteわが國

　の生産活動の伸長も，昨年秋頃からようやく頭打ち≧な

　り，假に好景氣が如何に績くとしても，動力基盤の濃大

　なしには今後の生産の鑛大は期待し得ないのである。本

　年度以降の重要な課題である自衛力の増強といい，ある

　いは日本輕濟力の推進といつ亀，この基盤の強化なしに

　は，容易にこれを望み得ない。從つてその開獲なり増産
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なりについて，政策的にも重鷺的な考慮をはらうのは當

然であるが・一画わが國の石炭産出鼠よ年産・5，500萬ト

ソ程度が一一waの限界貼であるとされているのみならず，

わが國に埋藏されている石炭資源はその埋藏鼻1SO億ト

ソで，250年内外分しかない。そこで前述のように資源

め巧みな使用，すなわち資源の総合的でしかも合理的か

つ有敷な開獲と利用とをはかつて行かなければならな

い。酸素製鋼法が今やわが國において普遍化されようと

しているようなご≧は，この意昧からも注巨に償しよ

う。　　　、　　　　’

　さらにこのような見地からいえば，水力電源の開獲は

軍に電力が不足であるという現實の必要からであること

はもあろんだが，電氣として活用されない水力が徒らに

放流されている事業を重硯すべきで，それは結局資源の

・浪費に外ならない。また新規匠電源を開獲する場合，大

規模な貯水池式獲電所を優先的に取上げるべきものと考．

えられるのであるが，これは冬期における電力事情の緩

和に資するためであることはもちろんであるが，わが國

で貯水能力が十分でないために失われる電力は相當の量

に達する。例支ぱ本州中部地匠における代表的な一日の

負荷曲線塗分析してみると，全流水量の約11％に竜當

るエネルギーが，水を貯ききれないたあに失われている一

という事實によつても張調されなければならない。

　電力開獲は職時中以來停滞していたし，職後も電源開

護は渥々とし丁進んでいない實情である。わが國の現有

生産設備の有敷稼動のために必要な電力量ほ安本の調査

によれば462億kWh（需要端）で，これがために必要

な電源の開獲は水火力合せて613萬kWとされている。

　昭和26年における電力供給量は大wa　300億kWh（需

要端）と推定され，昭和27年は320億程度と推定さ
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　　れている。そして20億kWhの暦加供給力の大部分は

・　火力用炭の壇加によつて賄われるものであつて，本年度

　　申に完成を豫定される獲電所は，水火力合計3g萬程度

　　に過ぎない。

　　　しかしながら幸い，わが國は未開護の水力電源にめぐ

　　まれている。只耳水系のごとき，天龍川，熊野川のごと

　　　き，その顯著なものである。現有の水力護電能力600萬

　　kWに封し包藏水力は簑に2，000’萬kWとされている。

　　問題はどんな企業形態をもつてこれを開獲し，また所要

　　資金をどう調達し確保すべきかにかかつている。例えば

　　英國の場合，電力については從來のいわゆるグリッド・

　　　システムをさらに一歩進あて，護邊配電の完全な肚會化

　　が實施ざれている。そして英國でも電源（主として火

　　力）捷充は緊急の問題として取上げられているのである

　　が，その所要資金は國螢電氣事業當局の獲行する公債

　　　（ストック）を國民大衆が直接清化する方法によつて調

　　達されている。その條件は年3分5厘の利子付（政府保

　　　謹）90年の年賦償還というのであり，その額は年間1億

　　　ポンド以上にのぼり，しかも旺盛な消化振りを示してい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るようである。英國人のいわゆる耐乏生活なるものの實

　・・’態を認識すべきであり，わが國でも範として，または参

　　考とすべき黙が少なぐあるまい。

　　　奮賃蛮時代においては，いわゆる電力國家管理の思想

　　　の下に電源開獲事業屯また日獲が掲占的に澹當すべきも

　　　のとされk。昨年5月に實施された電氣事業再編成はこ

　　　の趣旨を攣更し，開蛮の意慾と實力あるものに封しては

　　　廣く電源開爽業務を開放することになつたものと考え

　　　る。

　　　再編成の結果，八ツの電力會証が誕生した謬であるが，

　　　やかましかつte電力事業再編成の成否如何はこれ等の會

　　　冠が電源開襲に封して，どの程度の實績をあげ欝るかに

　　　かかつていよう。思うに現在の電力會肚には配電事業を

、　　主とする商業的部門と電源開獲を澹當する建設部門との

　　　二重性格が含まれているのであるが，問題は以上のいず

　　　れの部門が優位であるかである。今日までの所遺憾なが

　　　ら∫一二の例を除き建設部門が優位にあるとはいいがte

・　　く，資金難と柑まつて必ずしも電源問題に封して積極的

　　　であるとは構しがたいようである．

　　　今期國會に提出を傳えられている電源開獲に關する特

　　　殊會肚の構想は，右に述べた背景の下にこれを理解し得

　　　るであろう。資本主義の建前の下に獲達してきた基礎産

　　　業を肚會化そうとする英國と異り，米國では資本主義の

　　　手のおよぱない部分を國管でやつており，TVAのよう

　　　な巡のはその顯著な事例である。米國では濁占事業であ

　　　る電氣事業を監督するteめ，公釜事業委員會なるものを

　　　設けているのであるけれども，これによつては充分な監
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督の敷果はとうていあげ得ないものであるから，實力を

サもつて牽制する手段としても國螢電力が考えられている’

と説明されている。いずれにしてもわが國で，國の力を

直接の背景とした特殊會祉の講想が實現しようとしてい

るのは電氣事業再編成の趣旨に反しないのみならず，極

めて時宜に適したものと考えるのである。

　特殊會祉の開襲捲當地織は第一期計豊として只見川

（中流以上），天龍川（虫流），庄川（上流），熊野川（上

流），吉野川（中流），北上川，石狩川等であり，合計84

萬kW，工事費800億圓であり；政府出資金，豫金部資

金等がこれに充當される。なお八電力會祉が現在土事中

のものはフk力80萬kW，火力40萬kW，合計120萬

kWであり，さらに27年度着工豫定のものは水力57

萬kW，火力28萬kW合計85萬kWである。そして

その所要資金は26年度520億圓，27年度870億圓で

ある。亥にこの一爾年來自家用電源の開獲も大いに漿働

されているところであつて，26i　27爾年度着工分を合

せて，水火力合計50萬kWにおよび，これが所要資

金は開獲銀行より26年度40億圓が貸出され，27年

度における貸出金は60億と豫定されている。

　わが國における石炭の生産が困難な事情の下におかれ

ているにしてもその基礎産業としての重要性は英國の

場合と全く同檬である。本年度における石淡需要も依然

旺盛であろうから，少なくとも4，900萬トン程度の生産

目標をかかげて，その生産確保をはかるぺきであろう。

このためには所要の資金，資材および輸邊の確保封策を

張力に推進するとともに，比較的増産の弾力性の多い中

小炭坑に甥する融資の圓滑化をはかる必要がある。なお

石炭鑛業合理化の障害とされている炭佳借入金，liE制改

正問題等々早急な解決が必要であり，炭坑機械化の推進

と相まつて壇産と合せて高炭化問題の解決に資すべきで

ある。すでに述べたようにわが國の石炭埋藏量は他の諸

國に比して少ないのであるから，埋藏量炭質についての

精密な調査を行5とともに，炭質等に相懸する合理的使

用ないし熱管理の改善などに努力すべきである。

　往時わが國は國内生産炭に鉗して，一割五分程度にお

よぶ外國炭を輸入していたのであるが，今日では特殊炭

を除いて，石炭の輸入は脛濟的に不利であるので，でき

る限り重油をもつて代替することが大切である。各種動

力資源の中石油の生産および利用度の低いことは，米國

などにくらべてわが産業の顯著な特色であるから，今後

國際的な原油市場の情勢，わが國が石油轍入に充當し得

る外貨資金の問題等について，いろいろの聞題があるに

しても，全薩としての石油の利用摩を高めるような政策

を操用すべきものと考える。
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